




































































































章 見出し 節 段 小見出し
序 信仰の真理。 1 1 相互関係的な実体と偉大な本質。
2 偉大な本質とペルソナの神性の等しさ。
3 信仰の真理に関する論議の限界。
1 真実と偉大さ。 2 1 創られた真理と造られたものの真理。
2 より真実なものがより大きい。
3 真実が等しければ等しく偉大。
2 人間の心の物体的性質。 3 1 心は物体と同じように真理と異なる。
2 神が何でないかは価値のある知識。
3 心が見る真理の光を遮る物体的な似姿。








































































































































序　章 神 ペルソナ 父、子、聖霊
第１章 真理 真実 真理の神（エレ10:10）
偉大 偉大さ 神は偉大（ヨブ36:26)
第２章 物体 種類・大きさ 万物の創造者（エレ10:16）
心 真実・大きさ 新しい心を与え（エゼ36:26）













































































































































































































































［１］アウグスティヌス, 加藤武訳. キリスト教の教え. オンデマンド版, 東京, 教文館, 2011, 427p.（アウ
グスティヌス著作集６）
［２］金子晴勇. アウグスティヌスの人間学. 東京, 創文社, 1982, 431p.
［３］金子晴勇編. アウグスティヌスを学ぶ人のために. 京都, 世界思想社, 1993, 273p.
［４］教皇ベネディクト十六世, カトリック中央協議会 司教協議会秘書室研究企画訳. 回勅 神は愛. 東京, 
カトリック中央協議会, 2006, 94p.
［５］教皇ベネディクト十六世. 教父. 東京, カトリック中央協議会, 2009, 398p.（ペテロ文庫）
［６］教皇ヨハネ・パウロ二世回勅, 久保守訳. 信仰と理性. 東京, カトリック中央協議会, 2002, 180p.
［７］九里秀一郎.“アウグスティヌスの三位一体論と社会福祉の接点に関する考察：研究ノート１”．
浦和論叢. Vol.54, 2016-2, p.33-61（2016）
［８］九里秀一郎.“アウグスティヌスの三位一体論と社会福祉の接点に関する考察：研究ノート２”．
浦和論叢. Vol.55, 2016-8, p.1-29（2016）
［９］九里秀一郎.“アウグスティヌスの三位一体論と社会福祉の接点に関する考察：研究ノート３”．
浦和論叢. Vol.56, 2017-2, p.97-125（2017）
［10］九里秀一郎.“アウグスティヌスの三位一体論と社会福祉の接点に関する考察：七つの聖句が描く
三位一体論”．浦和論叢. Vol.57, 2017-8, p.21-55（2017）
［11］聖アウグスティヌス, 服部英次郎訳. 告白（上）， 改訳初版, 東京, 岩波書店, 2012, 329p.（青805-1岩
波文庫）
［12］聖アウグスティヌス, 服部英次郎訳. 告白（下），改訳初版, 東京, 岩波書店, 2013, 291p.（青805-2岩
波文庫）






章 節 段 単語 回数
序 1 1 言 8
1 1 神 7
1 1 善 6
1 1 聖霊 5
1 1 全能 5
1 1 三位一体 4
1 1 ペルソナ 4
1 1 三位一体御自身 3
1 2 三 5
1 2 ペルソナ 3
1 2 1 出来 3
2 2 真理 6
2 2 偉大 6
2 2 多 6
2 2 所有 6
2 2 真実 5
2 2 存在 3
2 3 子 10
2 3 父 9
2 3 真実 8
2 3 聖霊 6
2 3 同 5
2 3 共在 5
2 3 大 5
2 3 偉大 5
2 3 真理 3
2 3 場合 3
2 3 1 大 6
3 1 心 6
3 1 真実 5
3 1 物体 4
3 2 神 8
3 2 思惟 4
3 2 天体 3
3 3 君 7
3 3 光 5
3 3 真理 5
3 3 出来 3
3 4 1 善 23
4 2 善 13
4 3 心 27
4 3 善 15
4 3 意志 6
4 3 働 6
5 1 善 12
5 1 君 4
5 2 善 22
5 2 心 20
5 2 存在 13
5 2 意志 6
章 節 段 単語 回数
4 6 1 善 4
6 1 神 3
6 2 愛 10
6 2 神 7
6 2 得 6
6 2 心 6
6 2 知 6
7 1 表象 3
7 1 或 3
7 2 人間 4
5 7 1 謙虚 3
7 2 知 6
7 2 マリア 4
8 1 三位一体 17
8 1 知 14
8 1 愛 11
8 1 信 10
8 1 何 8
8 1 見 6
6 9 1 愛 4
9 1 人間 3
9 2 心 13
9 2 知 8
9 2 身体 7
9 2 生 6
9 2 意識 5
9 3 何 4
9 3 知 4
9 3 心 4
9 4 義人 23
9 4 愛 8
9 4 人 6
9 5 義人 11
9 5 知 9
9 5 何 8
9 5 人 6
9 5 心 6
9 5 自分自身 3
9 6 アレクサンドリア 7
9 6 カルタゴ 6
9 6 言葉 5
9 6 シラブル 3
9 7 心 17
9 7 義 15
9 7 見 12
9 7 認 10
9 7 語 9
9 7 人 8
9 7 愛 8
9 7 自分自身 7
9 7 得 7
9 7 直視 6
9 7 形相 6
9 8 愛 4
9 8 形相 4
9 8 真理 3
9 9 愛 9
9 9 自分 5
9 9 義人 4
9 9 人 3
章 節 段 単語 回数
7 10 1 愛 8
10 2 神 10
10 2 愛 9
10 3 愛 12
10 3 神 5
10 3 隣人 5
10 3 律法 4
11 1 神 7
11 1 者 6
8 12 1 愛 12
12 1 神 12
12 1 知 6
12 1 兄弟 3
12 2 見 8
12 2 愛 7
12 2 君 4
12 2 三位一体 4
12 3 愛 73
12 3 神 32
12 3 兄弟 15
12 3 見 13
12 3 人 11
12 3 居 7
12 3 或 6
12 3 自己 6
12 3 得 6
12 3 言 6
12 3 意味表示 5
9 13 1 愛 14
13 1 生 13
13 1 神 8
13 1 形相 7
13 1 信 6
10 14 2 愛 16
14 3 見出 4
14 3 問 4
14 3 求 4
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表２：第８巻構成
章 見出し 節 段 小見出し
序 信仰の真理。 1 1 相互関係的な実体と偉大な本質。
2 偉大な本質とペルソナの神性の等しさ。
3 信仰の真理に関する論議の限界。
1 真実と偉大さ。 2 1 創られた真理と造られたものの真理。
2 より真実なものがより大きい。
3 真実が等しければ等しく偉大。
2 人間の心の物体的性質。 3 1 心は物体と同じように真理と異なる。
2 神が何でないかは価値のある知識。
3 心が見る真理の光を遮る物体的な似姿。









5 神を知解する類似と比較が問われる。 7 1 信じるとき神の知識によって思念が形成される。
2 種的・類的な知識によって神の不思議な業を思念する。
8 1 いかなる類似と比較に基づいて信じるかが問われる。













8 誰でも兄弟を愛すべきことは知っている。 12 1 彼に兄弟を愛させればこの同じ愛を彼は愛する。
2 君が愛を見るなら、君は三位一体を見る。
3 私たちは神と隣人を同じ一つの愛から愛する。
9 なぜパウロの言葉に心が燃えるか。 13 1 義の不可変的な形相に基づいてパウロを愛する。











The concept of neighbor love drawn from Augustine’s Trinity Theory :
Metaphysical contrast of faith and truth discussed in Volume 8
Shuichiro Kunori
　This research is one of a series of studies that considers the point of convergence 
between Augustine’s Trinity Theory and social welfare. His “Trinity Theory”
text consists of 15 volumes, and this study discusses the latter part of Volume 
8 and beyond. In that part, he develops the unique Trinity Theory based on the 
relationship between the “lover, what is being loved, and the action of love.” After a 
long discussion, he is convinced that the trinity of “memories, intelligence, and will” 
is the optimal analogy of the trinity of God. I have great interest in understanding 
neighbor love that is indispensable for social welfare based on Trinity theory. In 
order to realize that, I think it is necessary to understand the debate about love 
of neighbor from the beginning. In this paper, I attempt to accurately grasp the 
logic from the introduction to chapter 3 of volume 8. In the Trinity theory and the 
truth of our world, he makes a metaphysical contrast between each essence and 
entity. The essence of truth and greatness, and entity of heart are different from 
the essence of God, but he argues that the essence of good matches the essence of 
God. He understands his own experience of conversion as a work of the mind that 
tended towards good. Understanding that humans live, move, and exist in good is an 
important aspect of the concept of love of neighbors.
Keywords　Augustine, The Trinity, Neighbor Love, Volume 8
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